れた。 

「君 どこ へ 行く」 

芋銭 先生が、 私に さう 言った。 その 時、 初めてお 目 

にかかった のであった。 目が お 悪かった やうに 記憶し 

て 居る。 風采 は 画家ら しくない。 三十 二三 歳位ゐ であ 

つたら う。 芋銭 先生 も 私 も 三等 車であった。 車中で 芋 

銭 先生 は 酒 をと リ 出し、 しきりに 飲んだ。 私に も 

「J@ はどうです」 

と、 すすめて くれた。 

「飲みません」 

と 言 ふと、 



「利根に 橋が かかりました から、 その 唄 を 書いて 下さ 

い。 布 川 町の 唄 も 作って 下さい。 芋銭 先生 をよ く 知つ 

て 居る から、 寄附 をして くれた 人へ 記念の ため 扇子へ 

絵 を 描いて 貰って 配る のです。 先生の 唄の 扇子と 共に 

一 対に して 配りたい のです」 

とのこと であった。 私 は、 芋銭 先生の 絵 をけ がすと い 

けない からと、 お断りす ると、 絵と 字と は 違 ふから、 

二 本 一対に したいとの 希望が あつたので、 一本 は 絵で 

一 本 は 唄で、 これ は 印刷に されて 配られた。 当時 は 全 

然ぉ 目に かかる 機会がなかった けれど、 かう したやう 

に、 いろいろな ところよ りお 変り がない こと を 知つ 〔# 



そこへ 戻って 来たので あった。 雲 坪 先生 は、 長 崎へ 渡 

つて 鉄扇の 門下と なって、 絵画の 研究に 没頭し、 支那 

へ 渡って 稽古 をして 居た。 雲 坪 先生 は 毎朝 蘭 を 描いた。 

その 蘭が うまく 描け ると 一 日中 気持が よかった。 もし 

悪く 描け た 日 は その 日中 気持が 悪い と 云 ふこと で、 実 

に 古今 を 通じて 蘭 描きの 名人であった。 蘭 を 描いて は 

鉄扇 も 適はなかった。 併し 致 方ない もので、 さう した 

名人 を 誰れ も 知らなかった。 

夏 目漱石 先生のと， J ろに 樗 蔭と 言 ふ 人が、 どこから 

手に入れた のか 一抱えの 絵 を 持ち込ん だので、 漱石先 

生 は 一 々それ を 見て 居た が、 
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